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研究成果の概要（和文）：　本研究は、教職志望学生のためのメンタルヘルス向上プログラムの開発を目的として計画
された。教師の不合理信念、教育者として必要とされるソーシャル・スキルを明らかにし、この結果を受けて、教職志
望学生が学生時代に受けられる心理教育としてのプログラム開発を行った。プログラムは、認知行動療法とブリーフセ
ラピーを援用した、シンプルで分かりやすい、効果の実証が伴っているという条件で作成が進められ、大規模人数に実
施可能なものが完成した。
　研究期間内に、一定の成果が上げられたと言える。しかし、実際に大規模な人数への実施や、教職志望学生の追跡調
査までは研究期間内に終えることができなかったことは今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：　　This study was planed for improvement of mental health of applicants for 
teachers post. First, It showed irrational beliefs of teachears and social skills for school teachers. 
Second, we investigated the psycho education program for the applicants. The program was constructed with 
essence of cognitive behavioral therapy and brief therapy. It was simple, undestandable, and with it some 
evidences. We can enforce it for a number of applicants.
　　It already has a certain result. However, we coldn't ascertain how effective a number of real 
applicants and a follow-up survey. It will be tasks for next studys.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
■学校教員支援の現状と教員養成課程の予
防教育に着目する背景 
 
本研究は、以下に述べる学校教員支援の現

状を踏まえ、教員養成課程における予防的介
入に焦点を当てる。 
 
（１）予防的介入の重要性の高まり 
産業カウンセリングの分野では、カウンセ

リングの主たる役割として、従来設定されて
いた治療的役割から予防的役割を重視する
方向にシフトされてきている。この先例に基
づき、教員志望の学生に心理教育を施すこと
ができれば、現場に出てからの本人の負担が
軽減する。また、それは本人や教育現場の経
済的負担の軽減にもつながる。 
 
（２）現職教員の時間的制約 
従来の学校教員支援に関する研究は多い

が、それらのほとんどは現職教員を対象とし
ている。しかし、現職教員は時間的制約があ
り、プログラムがあったとしても、一部の教
師だけしか受けることができない現状があ
る。教員養成課程は、授業時間を利用するこ
とで、すべての学生を対象とすることができ、
波及効果が大きい。 
 
■ 認 知 行 動 療 法 (Cognitive behavioral 
therapy: 以下 CBT)と解決志向短期療法
（Solution-focused approach: 以下 SFA）を
理論的基盤とする背景 
 
本研究は、CBT と SFA を理論的基盤とす

る。その背景は、次の２点である。 
 
（１）CBT の実践的成果 
教員養成課程の予防的教育に応用しても、

一定の効果が見込まれ、研究の確実性・費用
対効果が高いことが見込まれる。 
 
（２）SFA の併用による効果拡大 
予防的効果が一時的なものではなく、長期

間にわたって持続するために、鈴木・佐俣・
川西（印刷中）のエビデンスに基づいた SFA
をプログラムに援用することでその効果の
拡大を狙う。 
 
 
２．研究の目的 

 
近年の学校教員をとりまく環境は厳しく、

心の問題のケアは重要な課題である。そのた
め、臨床心理学の知見を生かした学校教員の
支援に期待が集まっている。本研究は、教員
養成課程における予防的介入に焦点を当て
た心理教育プログラムを開発する。 
本研究の開発するプログラムの特徴は、以

下の 3 点である。 

(1) 現職教員ではなく、教員養成課程の学生
を対象とした予防的教育に着目すること 
 
(2)  認知行動療法と解決志向短期療法を理
論的基盤とした体験的プログラムであるこ
と 
 
(3) 教職科目の現状に配慮した「使ってもら
える」プログラムであること 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は 3年計画で、以下のＡ～Ｅまでの

5つの研究課題を設定し、実施された。 
 
課題Ａ：メタ分析による学校教員が典型的に

持つ不合理な思考の特定 
 
課題Ｂ：CBT と SFA を応用したプログラムの

開発 
 
課題Ｃ：プログラムの予備的評価と改良 
 
課題Ｄ：プログラムの最終評価 
 
課題Ｅ：プログラムの実施マニュアルの作成 
 
課題ごとに、インタビュー、質問紙調査、

実験的効果測定など、心理学研究法を活用し、
データ収集を行った。以下、４．研究成果の
項に、それぞれの研究の具体的研究方法につ
いて記載する。 
 
 
４．研究成果 
 
課題Ａについて、研究成果を示した後、そ

の他の課題について、概略を示す。 
 
課題Ａ：メタ分析による学校教員が典型的に

持つ不合理な思考の特定 
 
方法 
（１）文献研究とメタ分析 
 （１）では、国内の先行研究を中心とし、
心理学系雑誌に掲載された論文を収集し、 
①教師の持つ特有な不合理信念を扱った研
究 
②認知行動療法を行使のストレスマネジメ
ントに応用した研究 
③ブリーフセラピーを教師のストレスマネ
ジメントに応用した研究 
以上 3カテゴリーの研究動向を整理した。こ
のうち①をさらに分類整理した。 
 
（２）教職員に対するインタビュー調査 
（２）では、（１）の成果を踏まえつつ、

教育関係者へのインタビュー調査を行った。 
対象 現職の教師，保護者，児童・生徒，



Ｓ大学教職志望大学生 全 20 名程度。 
手続き Ｎ県内の学校に許可を得て，現職

の教師，保護者，児童・生徒に対し，教師に
とって必要だと思う SS について，インタビ
ューを行う(半構造化面接)。インタビュー結
果からプロトコル分析を行い，要因を抽出し
た。 
 
結果 
インタビュー結果を分析した結果，以下の

5 つの要因が抽出された(Table.1)。要因の抽
出は，先行研究における評定尺度の項目・因
子を参考にしながら，本研究の発話データの
特徴を基に行った。 

Cochran の Q 検定の結果，各要因に有意な
差はみられなかった(p >.05)。 

 
①は，保護者に自分から声をかけたり，同

僚とのコミュニケーションを図ろうとした
りするといった，コミュニケーションへの積
極性が特徴とみられたため，「積極性」要因
とした。 
 ②は，同僚・子どもの考えを受け入れたり，
保護者や子どもの話をとりあえず全て聴い
たりするといった，肯定的・受容的な傾聴ス
キルが考えられたため，「傾聴的態度」要因
とした。 
 ③は，言葉ではなく，状態・状況を感じ取
り判断したり、行動を観察して，そこから子
どもの気持ちを推測したりするといった，
『読み取る』という特徴がみられたため，「解
読」要因とした。 
 ④は，自分自身の子どもの頃の話をするこ
とで，子どもにさまざまな考え方・やり方が
あることを伝える，教師としての信念や想い
を保護者・子どもに上手く伝えるといった，
相手への発信スキルが見られたため，「主張
性」要因とした。 
⑤は，子どもならどう考えるか，保護者はど
う思うか，同僚教師なら自分の行動をどのよ
うに捉えるかといった，周りへの気遣いや配
慮という特徴が考えられたため，「配慮」要
因とした。 
 
考察 
今回の分析では，先行研究の尺度よりも発

話データを重視して，その中から要因を抽出
したため，出現率の高いものだけが要因とな
ったと考えられる。つまり，抽出された要因
は同等に重要であるために有意差が認めら
れなかったと考えられる。また，データ数が

少ないということから，カテゴリー(要因)が
限定的となったということもいえる。そのた
め，今後はデータ数を増やし，再度要因抽出
を行うということ，あるいは，今回抽出され
た要因を基に尺度を作成し，研究 2の中で要
因の検討をさらに行っていくということが
必要だと思われる。 
（以上、村上・鈴木・島田・久保田・小川，
2013; 久保田・鈴木, 2013 に基づく） 
 
課題Ｂ：CBT と SFA を応用したプログラムの

開発 
課題Ｃ：プログラムの予備的評価と改良 
課題Ｄ：プログラムの最終評価 
 
概略 
 前述の研究で明らかとなった不合理信念
を修正するための方法として、認知行動療法
の技法、ならびにブリーフセラピーの技法の
うち、複数人の臨床心理士によるディスカッ
ション、および拡大・構築理論に基づいた仮
説から、効果が期待できる技法を研究者が選
定し、プログラム作成を行った。プログラム
は、 
①ワークシート方式のもの 
②授業方式のもの 
以上 2つを作成した。 
Ｓ大学教育学部の教職志望学生を中心に、

実施したところ、①では課題解決の自己効力
感に有意な上昇が見られ、②では自己認知の
改善ならびに教員としてのソーシャルスキ
ルに向上が見られることが明らかとなった。 
（以上、久保田・鈴木，2014 に基づく） 
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